
 

被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
及
び
、
災
害
等
廃
棄
物
処
理
事
業
補
助
金
制
度
の
拡 

充
を
求
め
る
意
見
書 

 

七
月
五
日
に
発
生
し
た
九
州
北
部
豪
雨
は
、
福
岡
、
大
分
両
県
で
死
者
三
十
四
名
、
行
方
不

明
者
四
名
、
被
災
家
屋
三
千
五
百
六
十
余
件
等
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
今
な
お
多
く

の
被
災
住
民
が
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
生
活
、
生
業
の
再
建
へ
不
安
な
日
々
を
過
ご
し

て
い
る
。
今
、
平
穏
な
日
常
を
一
瞬
に
し
て
奪
わ
れ
た
被
災
住
民
が
、
再
建
に
踏
み
出
せ
る
支

援
こ
そ
が
切
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

と
り
わ
け
住
宅
の
再
建
は
重
要
で
あ
る
。
住
宅
が
再
建
さ
れ
、
人
々
が
暮
ら
し
始
め
て
こ
そ
、

被
災
地
の
産
業
も
商
店
街
も
復
興
の
目
途
が
立
つ
の
で
あ
り
、
住
宅
の
再
建
は
復
興
の
大
前
提

で
あ
る
。 

し
か
る
に
、
そ
の
目
的
に
「
生
活
再
建
を
支
援
し
、
被
災
地
の
速
や
か
な
復
興
に
資
す
る
」

と
う
た
う
被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
は
、
一
市
町
村
で
十
世
帯
以
上
か
、
一
都
道
府
県
で
百

世
帯
以
上
が
全
壊
な
ど
の
対
象
要
件
を
付
け
、
支
援
金
支
給
は
全
壊
ま
た
は
解
体
せ
ざ
る
を
得

な
い
半
壊
が
最
大
三
百
万
円
、
大
規
模
半
壊
が
二
百
五
十
万
円
、
そ
れ
以
外
の
半
壊
や
一
部
損

壊
は
対
象
外
と
極
め
て
限
定
的
で
あ
る
。
大
規
模
災
害
復
興
法
や
改
正
災
害
対
策
法
に
盛
り
込

ま
れ
た
「
被
災
者
一
人
一
人
の
生
活
再
建
」
と
い
う
基
本
理
念
に
照
ら
せ
ば
、
災
害
規
模
の
大

小
で
適
用
対
象
の
線
引
き
を
す
る
こ
と
は
不
適
切
で
あ
る
。
住
宅
再
建
を
す
る
場
合
、
最
大
三

百
万
円
で
は
そ
の
頭
金
に
も
な
ら
ず
、
二
重
ロ
ー
ン
を
抱
え
る
こ
と
に
な
る
被
災
者
に
と
っ
て
、

決
断
を
促
し
励
ま
す
こ
と
に
な
ら
な
い
。
ま
た
、
一
部
損
壊
で
も
修
理
に
は
多
大
な
費
用
が
必

要
で
あ
る
。
現
行
の
制
度
は
、
被
災
者
の
深
刻
な
実
情
を
直
視
せ
ず
、
住
宅
の
自
力
再
建
へ
の

大
き
な
困
難
を
も
た
ら
し
て
い
る
。 

さ
ら
に
、
被
災
市
町
村
に
対
し
て
支
援
す
る
災
害
等
廃
棄
物
処
理
事
業
補
助
金
は
、
家
屋
の

解
体
撤
去
に
つ
い
て
全
壊
家
屋
の
み
を
対
象
と
し
、
半
壊
家
屋
は
ひ
と
し
く
適
用
さ
れ
な
い
。

住
む
こ
と
が
で
き
な
い
家
屋
の
解
体
撤
去
は
、
地
域
の
復
興
に
と
っ
て
大
前
提
で
あ
り
、
現
行

制
度
で
は
、
市
町
村
の
莫
大
な
負
担
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。 

よ
っ
て
福
岡
県
議
会
は
政
府
に
対
し
、
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
を
抜
本
的
に
見
直
し
、
適

用
対
象
、
支
給
金
額
等
を
拡
充
し
、
併
せ
て
災
害
等
廃
棄
物
処
理
事
業
補
助
金
制
度
の
適
用
範

囲
を
見
直
す
よ
う
強
く
求
め
る
。 

 

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。 
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